
⑤
八
景
島
の
整
備
に
つ
い
て

中
島
実
雄
・
田
野
口
博
臣

一

は
じ
め
に

　
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
、
重
化
学
工
業
化

へ
の
大
幅
な
設
備
投
資
と
、
外
国
貿
易
の
拡
大
に
呼
応

し
て
、
鶴
見
か
ら
磯
子
に
か
け
て
の
海
岸
線
は
、
逐
次
、

埋
め
立
て
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
首
都
圏
に
お
け
る
人

口
の
増
加
は
、
横
浜
の
都
市
基
盤
の
整
備
が
十
分
で
な

い
ま
ま
に
、
無
秩
序
に
郊
外
へ
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
と
都

心
部
の
過
密
化
を
一
層
、
深
刻
な
も
の
に
し
て
き
た
。

　
金
沢
地
先
埋
立
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
を
背
景

と
し
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
「
工
場
誘
致
型
」
の

埋
立
地
造
成
を
、
新
た
な
視
点
か
ら
と
ら
え
た
、
「
新

し
い
街
づ
く
り
」
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
埋
立
地
の
造
成
は
、
横
浜
市
の
社
会
、
経
済
基
盤
の

礎
を
築
き
つ
つ
、
一
方
で
は
、
横
浜
の
臨
海
部
に
お
け

る
市
民
の
憩
の
場
と
し
て
、
市
民
が
直
接
海
と
交
わ
り
、

海
水
浴
、
潮
干
狩
、
釣
り
な
ど
が
楽
し
め
る
水
際
線
を

失
わ
せ
て
き
た
。

　
金
沢
地
先
埋
立
事
業
で
は
、
「
都
市
再
開
発
」
の
目

標
の
他
に
、
海
辺
の
憩
い
の
場
の
再
生
、
回
復
を
図
り
、

近
年
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る
市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
目
的
の

横浜市の埋立変遷図図‐１

は
じ
め
に

海
の
公
園
計
画
の
位
置
づ
け

　
「
海
の
公
園
」
の
整
備
の
方
向
性

　
「
八
景
島
」
の
整
備
に
つ
い
て

事
業
提
案
競
技
実
施
の
経
過

今
後
に
む
け
て

た
め
、
「
海
の
公
園
」
の
整
備
を
進
め
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
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写真‐１　金沢埋立地（航空写真）

海
の
公
園
計
画
の
位
置
づ
け

「
海
の
公
園
」
は
、
横
浜
市
の
中
心
部
か
ら
南
へ
約
一

〇
㎞
に
位
置
し
、
人
口
が
集
中
す
る
市
街
地
に
最
も
近

い
水
際
と
海
を
利
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
計
画
の
概
要
は
、
延
長
約
一
㎞
の
砂
浜
と
、
そ
れ
に

続
く
緑
豊
か
な
広
々
と
し
た
芝
生
広
場
や
樹
林
地
か
ら

な
る
「
浜
部
」
〔
約
二
二
h
a
、
町
名
を
昭
和
六
十
一
年

十
月
三
十
一
日
「
金
沢
区
海
の
公
園
」
に
設
定
〕
と
、

周
囲
が
約
三
㎞
の
水
際
線
に
囲
ま
れ
、
湘
南
の
江
の
島

と
ほ
ぼ
同
面
積
を
有
す
る
「
島
部
」
〔
約
二
四
h
a
、
「
金

沢
区
八
景
島
」
〕
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
京
湾
環
状
道
路
に
続
く
国
道
三
五
七
号
や

　
「
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
整
備
に
よ
り
、
自
動

車
利
用
、
鉄
道
利
用
と
も
極
め
て
優
れ
た
交
通
条
件
を

備
え
る
こ
と
に
な
り
、
横
浜
市
域
に
限
ら
ず
、
よ
り
広

域
の
人
々
の
利
用
も
期
待
し
う
る
、
広
域
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
の
基
本
的
な
条
件
を
備
え
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

図‐２　八景島、海の公園位置図

「
海
の
公
園
」
の
整
備
の
方
向
性

　
「
海
の
公
園
」
は
、
金
沢
地
先
埋
立
事
業
の
一
環
と
し

て
、
自
然
型
海
浜
を
創
出
し
、
市
民
の
憩
の
場
を
形
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

①
魚
や
貝
が
生
息
し
、
潮
干
狩
も
で
き
る
広
々
と
し
た

　
砂
浜
を
造
る
こ
と
。

②
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
味
の
あ
る
空
間
を
つ
く
る

　
こ
と
。

③
水
際
と
海
を
利
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

　
す
る
こ
と
。

④
多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
応
え
ら
れ
る
場

　
と
す
る
こ
と
。

⑤
金
沢
の
歴
史
や
特
徴
を
生
か
し
、
横
浜
の
シ
ン
ボ
ル

　
と
も
な
り
う
る
よ
う
な
公
園
を
建
設
す
る
こ
と
。

を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
「
浜
部
」
〔
金
沢
区
海
の
公
園
〕
は
、
基
幹
施
設
で
あ

る
砂
浜
が
、
背
後
の
園
地
に
先
立
ち
、
昭
和
五
十
五
年

七
月
か
ら
暫
定
的
利
用
が
開
始
さ
れ
た
。
以
来
、
毎
年

五
〇
万
人
～
六
〇
万
人
に
及
ぶ
人
が
訪
れ
、
潮
干
狩
や
、

水
遊
び
を
中
心
に
広
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
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た
。

　
砂
浜
に
続
く
園
地
は
、
再
生
し
た
砂
浜
と

一
体
と
な
っ
て
、
海
水
浴
、
潮
干
狩
、
散
策

な
ど
、
水
辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
自
然
」

を
十
分
に
活
用
し
た
「
都
市
公
園
（
総
合
公

園
）
」
と
し
、
ま
た
、
日
本
の
海
岸
の
原
風

景
と
い
わ
れ
る
「
白
砂
青
松
」
を
具
現
化
す

る
た
め
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
大
方
の
完
成

を
目
指
し
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
年
七
月
、
横
浜
市
内
で
は
一
六

年
ぶ
り
に
、
こ
こ
の
砂
浜
を
中
心
に
海
水
浴

場
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

な
ど
も
「
海
の
公
園
」
が
、
一
歩
ず
つ
計
画

目
標
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
る
表
わ
れ
と
い

　
一
方
、
「
島
部
」
〔
金
沢
区
八
景
島
〕
は
、

浜
部
が
自
然
活
用
型
の
都
市
公
園
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
「
施
設
を
活
用
し
、
自
然
の
海

と
人
と
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

賑
わ
い
の
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
」

と
し
て
、
「
浜
部
、
海
の
公
園
」
と
景
観
的
、

空
間
的
に
調
和
し
、
広
く
市
民
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
整
備
を
進

め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

四

「
八
景
島
」
の
整
備
に
つ
い
て

①
-
整
備
の
目
標

　
浜
部
、
島
部
を
合
せ
た
海
の
公
園
全
体
の
計
画
目
標
、

さ
ら
に
、
関
連
す
る
本
市
の
諸
計
画
で
の
位
置
づ
け
な

ど
か
ら
、
「
八
景
島
」
は
、
「
自
然
の
海
と
人
と
の
関
わ

り
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
、
施
設
を
活
用
し
て
海
に
関

わ
る
あ
ら
ゆ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
場
づ

く
り
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
横
浜
の
新
し
い
顔
と
し
て
、
全
国
で
も
類
を
み
な
い

性
格
を
備
え
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
富
ん
だ
空
間
と
、
だ
れ

で
も
が
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
を
創
出
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

②
-
導
入
施
設
の
方
向
と
イ
メ
ー
ジ

　
二
十
一
世
紀
に
む
け
、
社
会
や
経
済
を
取
り
巻
く
環

境
が
成
熟
し
て
い
く
中
で
、
価
値
観
が
多
様
化
、
高
度

化
す
る
の
を
背
景
と
し
て
、
近
年
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
関
連
施
設
の
整
備
も
、
新
し
い
動
き
が
見
ら
れ
る
。

①
「
み
る
」
か
ら
「
体
験
」
し
「
参
加
」
す
る
レ
ク
リ

　
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

②
個
性
化
に
よ
る
類
似
施
設
と
の
違
い
の
明
確
化

③
多
様
な
機
能
の
複
合
化

④
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
演
出
等
、
ソ
フ
ト
面
、
企
画
面
で
の

　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⑤
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
き
め
細
か
な
把
握
と
対
応
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図‐３　海の公園計画平面図

え
よ
う
。



⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
機
能
、
情
報
機

　
能
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

⑦
先
端
技
術
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
等
の
積
極
的
導
入

な
ど
、
全
体
と
し
て
、
施
設
の
企
画
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ

に
関
わ
る
対
応
が
中
心
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ

　
そ
こ
で
、
最
近
の
こ
の
よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
の
機
能
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
、
八

景
島
で
の
施
設
構
成
、
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
を
次
の
よ
う

に
考
え
た
。
（
図
-
４
）

③
-
八
景
島
開
発
と
民
間
活
力
の
活
用

　
八
景
島
は
、
「
施
設
を
活
用
し
、
自
然
の
海
と
人
と

の
関
わ
り
を
知
る
、
賑
わ
い
の
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
拠
点
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
施
設
を
活
用
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
は
、
施

設
の
企
画
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
わ
る
対
応
が
重
要
で

あ
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化
の
変
化
に

機
敏
に
対
応
で
き
る
こ
と
、
施
設
の
効
率
的
運
営
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
開
発
力
、

経
営
力
は
民
間
企
業
に
多
く
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
「
八

景
島
」
の
開
発
整
備
に
当
っ
て
、
こ
の
企
画
か
ら
建
設
、

運
営
に
至
る
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
施
設
整
備
に

関
わ
る
資
金
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
最
近
の
社

会
、
経
済
情
勢
か
ら
も
有
効
な
手
法
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

図‐４　施設の構成イメージ　
そ
こ
で
横
浜
市
で
は
、
民
間
活
力
の
活
用
に
よ
っ
て

八
景
島
開
発
の
ス
ム
ー
ズ
な
実
現
を
図
り
、
市
民
に
快

適
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
民
間
活
力
の
活
用
に
当
っ
て
は
、
永
続
性
を

も
っ
て
事
業
が
遂
行

で
き
る
民
間
企
業
を

選
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
横
浜
市
が
提
示

す
る
条
件
の
も
と
で

事
業
参
加
意
向
を
持

ち
、
優
れ
た
事
業
企

画
力
、
事
業
遂
行
力

を
持
つ
民
間
企
業
を

　
「
事
業
提
案
競
技
方

式
」
に
よ
り
選
定
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
こ
の
事
業

提
案
競
技
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地

方
自
治
体
の
良
き
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
り
得

る
民
間
企
業
を
公
平

に
選
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
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事
業
提
案
競
技
実
施
の
経
過

　
事
業
提
案
競
技
を
実
施
に
移
す
に
当
っ
て
、
八
景
島

開
発
の
「
基
本
構
想
」
を
具
体
的
に
展
開
し
、
計
画
条

五



い
く
予
定
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
よ
り
一
層
、
横
浜

市
が
目
指
す
八
景
島
の
開
発
理
念
に
適
合
さ
せ
る
た
め
、

当
選
案
の
内
容
に
つ
い
て
修
正
な
ど
の
調
整
を
図
る
予

定
で
あ
る
。今

後
に
む
け
て

件
、
公
募
条
件
、
さ
ら
に
民
間
企
業
が
事
業
に
参
入
し

う
る
条
件
も
あ
わ
せ
て
調
査
し
、
「
公
募
要
綱
」
と
し

て
と
り
ま
と
め
た
。

　
事
業
提
案
競
技
は
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
に
「
公
募

要
綱
」
を
応
募
し
よ
う
と
し
て
い
る
民
間
企
業
に
配
布

し
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
段
階
で
の
公
募
要
綱
の
配

布
部
数
は
約
一
八
〇
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
十
二

年
十
一
月
三
十
日
の
提
案
作
品
の
締
切
日
に
は
、
最
終

的
に
応
募
作
品
は
五
つ
（
五
グ
ル
ー
プ
、
二
七
企
業
）

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
事
業
提
案
競
技
が
、
単
に
設
計
、
企
画
力
を
競

う
も
の
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
事
業
遂
行
力

も
対
象
と
し
た
幅
広
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
地

方
公
共
団
体
が
民
間
活
力
を
活
用
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
事
業
を
開
発
す
る
と
い
う
、
新
し
い
行
政
手
法
の

展
開
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
応
募
企
業
の
業
種
別
内

訳
や
グ
ル
ー
プ
化
は
、
ほ
ぼ
予
想
し
た
も
の
に
近
い
内

容
で
あ
っ
た
。

　
応
募
提
案
作
品
の
審
査
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月

か
ら
六
十
三
年
三
月
に
か
け
て
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し

た
審
査
フ
ロ
ー
に
沿
っ
て
行
っ
た
。

　
当
選
案
は
、
応
募
し
た
五
つ
の
作
品
の
中
か
ら
、
最

も
優
れ
て
い
る
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
こ
の
当
選
案
を
基
本
に
、
こ
の
案
の
提
案

者
で
あ
る
民
間
企
業
と
横
浜
市
と
で
、
こ
れ
を
実
施
に

移
行
さ
せ
る
た
め
の
「
事
業
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て

　
現
在
、
八
景
島
開
発
は
、
事
業
提
案
競
技
に
よ
る
当

選
案
を
実
施
に
向
け
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
行
す
る
と

当選案施設配置図図‐５

こ
ろ
で
あ
る
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
民
間
活
力
を
活
用
す
る

た
め
、
事
業
提
案
競
技
方
式
を
適
用
し
た
事
例
は
全
国

的
に
み
て
も
少
な
く
、
「
八
景
島
」
は
、
そ
の
先
駆
者

と
し
て
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
と
と
も
に
そ
の
動

向
と
成
否
が
試
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
行
動
原
理
の
異
な
る
立
場
に
あ
る
、
「
官
」
、
「
民
」

に
よ
る
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
横
浜
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
「
新
し
い
顔
」
が
付
け
加
え

写真‐2　当選案鳥瞰図
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表‐1　横浜市八景島開発事業提案競技当選案の概要

ら
れ
る
の
も
、
も
う
ま
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
今
回
実
施
し
た
事
業
提
案
競
技
の
当
選
案
の

概
要
を
表
－
１
に
示
す
が
、
横
浜
市
で
は
本
年
度
中
に
、

こ
の
当
選
案
を
基
に
、
事
業
の
具
体
化
に
向
け
、
事
業

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
従
っ
て
、

　
「
八
景
島
」
開
発
計
画
の
具
体
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
別
途
報
告
の
機
会
を
も
ち

た
い
。

　
　
〈
中
島
実
雄
＝
港
湾
局
埋
立
工
事
課
海
の
公
園
担
当

係
長
、
田
野
口
博
臣
＝
同
局
同
課
〉
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